
　

飯
森
山
公
園
の
自
然
林
と
丘
を
背
景
に
、

鳥
海
山
が
映
る
絶
好
の
場
所
。
記
念
館
を

囲
む
「
拳
湖
」
の
周
辺
に
咲
く
紫
陽
花
も

美
し
い
。
館
内
で
は
気
迫
の
こ
も
っ
た
土

門
作
品
を
ゆ
っ
た
り
と
鑑
賞
で
き
ま
す
。

　

明
治
四
十
二
年
に
酒
田
町
に
長
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
土
門
拳
は
本
名
で
す
。

昭
和
四
十
九
年
に
、
酒
田
市
名
誉
市
民
第

一
号
と
な
り
、
全
作
品
を
酒
田
に
贈
る
と

表
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
酒
田
に
昭
和
五

十
八
年
に
日
本
で
最
初
の
写
真
美
術
館
が

誕
生
し
ま
し
た
。
設
計
、
庭
、
彫
刻
な
ど

各
界
一
流
の
土
門
拳
と
親
し
か
っ
た
方
々

ま
た
そ
の
息
子
さ
ん
な
ど
が
協
力
し
て
、

土
門
拳
記
念
館
が
出
来
た
の
で
す
。

　

土
門
拳
記
念
館
に
シ
ル
バ
ー
か
ら
紹
介

さ
れ
て
四
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
受
付
・

館
内
売
店
販
売
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
作
品
の
中
で
【
こ
ど
も
た
ち
】
が
好

き
で
す
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
環
境
で
働

く
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
者
で
す
。
そ
れ
に

応
え
る
た
め
、
笑
顔
で
お
客
様
に
接
す
る

こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度

は
開
館
し
て
四
十
周
年
に
な
り
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
是
非
と
も
土
門
拳
記

念
館
に
お
出
で
く
だ
さ
い
ま
せ
。

土
門
拳
記
念
館

南
千
日
町
　
大
渕
　
純
子

彫刻「土門さん」 彫刻「土門さん」 （イサム･ノグチ作）（イサム･ノグチ作） 庭園「流れ」 庭園「流れ」 （勅使河原宏作）（勅使河原宏作）
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（以下、令和４年版厚生労働白書より転載）

　全国約1,300のシルバー人材センターでは、約70万人の会員の就業ニーズを的確に捉え、地域社会
や会員個々の希望と特性に合った職域開拓に努めている。ここでは、会員が地域の介護現場を支えて
いる事例を紹介する。
　コラム　地域の介護施設で活躍する高年齢者（山形県酒田市シルバー人材センター）

高年齢者の新たな仕事の創出
　酒田市シルバー人材センター（以下、「センター」という。）は、1983（昭和58）年に設立され、2022（令
和４）年１月現在で811人の会員が所属している。平均年齢は72.6歳。2018（平成30）年度より、地
域に密着した就業の場を創出したいと考え、日頃地元紙などでよく目にする介護の仕事に着目し、介
護サービス事業所を訪問してＰＲ活動を行った。また、事業所と共同して人材発掘ができないかと考
え、市内にある社会福祉法人と連携し、講習会を開催する運びとなった。
人生経験で培った知識、技術を介護補助業務で活かせるようマッチング
　センターでは2018年11月より介護補助業務へ新たな派遣を開始した。
同業務を受注するに当たっては、人材確保が急務の課題であった。この
ため、地域の社会福祉法人やＮＰＯ法人から講師を招き、「介護補助ス
タッフ講習会」を開催して人材の発掘に努めてきた。
　講習会には多くの市民が参加し、介護に関する基礎知識や介護施設の
役割、傾聴の仕方などを1日で学ぶ。講習終了後、受講者と施設間での
仕事のマッチングを図るため、センター職員が中心になり、自前の個別
アセスメントシートを活用して受講生のニーズを丁寧に聞き取っている。
　仕事内容は、清掃や送迎、食事の配膳下膳、利用者の見守りや話し相
手など、身体介護や専門的な知識を必要としないものが中心となってい
る。会員となった受講生が今まで培ってきた人生経験からの知識や技術
等得意分野が活かせるように、各施設の仕事とマッチングし、就業時間
も介護施設側と協議しながら、１日２、４、６、８時間の中から選択できるようにして、家事や孫の
世話、趣味などとの両立や自分の体力に合わせた働き方ができるように提案している。
働きやすい環境をサポート
　センターでは１人でも多くの会員が実際の介護の現場を知ることができるよう、仕事の契約前に職
場見学を行っている。実際に施設の業務内容や仕事の流れが把握でき、ミスマッチの解消が図られて
いる。
　一方、介護の現場では、職員同士の人間関係や利用者との関係性などコミュニケーション面にスト
レスを感じる人がいる。そのため、キャリアコンサルタントや社会福祉士資格を持つセンター職員が
中心となり、会員のフォローアップに努めている。職員がゆっくりと時間をかけて相談対応を行い、
場合によっては施設の人事担当者とも協議する。このようなきめ細かな取組みが就業の安定につなが
っている。

高年齢者が得意分野で持ち味を発揮
　センターの会員が介護補助業務に加わることで、施設での恒
常的な人手不足の解消に役立っている。
　調理が得意な者は料理の手伝いや配膳下膳を行い、掃除が得
意な者は風呂場やフロアの清掃、利用者とのコミュニケーショ
ンが好きな者は話し相手や見守りなどと適材適所で働く。
　会員の働く理由は経済的な理由のみならず、地域に貢献した
い、短時間の仕事がしたいなど多様性に富む。　
　会員と利用者が同世代であるため昔話や歌謡曲、料理の好み

会員皆様の頑張りが評価され、令和4年版厚生労働白書に、
当センターの取組みが紹介されました！
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が合うなど、若い世代とは違った視点で利用者をサポートできるのも利点のひとつである。介護する
会員側も利用者から「ありがとう」や「手伝ってもらってよかった」などの温かい声掛け、介護の仕
事を通じた新たな気づきによって、仕事の満足感の向上につながっている。
多様な担い手による地域の活性化
　元気な高年齢者に地域の介護サービス事業所で活躍してもらうためには、会員と事業所の橋渡しを
するコーディネーターの役割が重要になる。介護の仕事と聞くと「大変そう」「きつい仕事」などと
抵抗感を示す方も少なくない。その払拭のためには、先輩会員の就業事例を丁寧に説明したり、職場
見学、介護補助業務に関する講習会を開催したりするなど、地域を支える仕事の魅力を伝え、会員の
ニーズに合った仕事を提供することが肝要になる。
　意欲と希望のある多様な担い手によって、地域の課題を解決し、活性化していくことが、今後とも
期待される。

■令和４年度　第３回理事会（令和４年７月22日開催）

協議事項
第10号議案　顧問の委嘱について
　前理事長の伊藤興彌さんと酒田市健康福祉部長の白畑
真由美さんを当センターの顧問に委嘱することに決定い
たしました。
第11号議案　理事の各委員会における所属について
　原案どおり可決承認されました。（別表１）
第12号議案　委員会委員等の費用弁償に関する規程の一部改正について
　原案どおり可決承認されました。
報告事項
・新入会員について
　新入会員23名の報告がされました。
・事業実施状況について

令和４年４月～６月の事業実績と事業進捗状況が報告
されました。
・定款22条に基づく、理事長・副理事長の職務執行状況について
・令和４年７月からの事務局体制について
・事故報告について
・各委員会の報告について
・その他
■令和４年度　第４回理事会（令和４年９月30日開催）

協議事項
第13号議案　委員会委員等の費用弁償に関する規程の一部改正について
　原案どおり可決承認されました。

第14号議案　配分金規程に基づく配分金の一部改正について
　原案どおり可決承認されました。
報告事項
・新入会員について
　新入会員20名の報告がされました。
・事業実施状況について

令和４年４月～８月の事業実績と事業進捗状況が報告
されました。
・事故報告について
・各委員会の報告について
・未収金回収について
・その他

理 事 会 報 告

（公社）青森県シルバー人材センター連合会
視察のご紹介

　

去
る
九
月
二
十
一
日
、
二
十

二
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
青

森
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
の
畠
主
事
が
来
訪
し
、

当
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
介

護
補
助
ス
タ
ッ
フ
講
習
会
の
見

学
、
役
職
員
と
の
勉
強
会
、
土

井
理
事
長
と
の
意
見
交
換
な
ど
、

熱
心
に
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
青
森
県
各
地
の
セ
ン

タ
ー
で
も
、
介
護
補
助
の
仕
事

で
業
務
拡
大
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
す
。
畠
主
事
は
、
と

て
も
勉
強
熱
心
で
沢
山
の
質
問

が
あ
り
、
私
た
ち
も
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上

げ
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。土井理事長と懇談する（公社）青森県シルバー

人材センター連合会の畠信之輔主事（右）

委　員　会 人数 所　属　理　事

総務委員会 2 軽部副理事長、進藤理事（髙橋）

事業運営委員会 2 池田理事、佐藤則子理事（栗田、佐藤）

会報委員会 １ 渡邉理事（本間）

安全就業委員会 2 成田理事、富樫理事（五十嵐、佐藤）

就業適正化委員会 １ 軽部副理事長（髙橋）

女性委員会 1 渡邉理事、村上理事、佐藤公子理事（鈴木）

衛生委員会 1 阿部理事（髙橋、栗田、石井）

（別表１）理事の各委員会における所属について
（令和４年６月～令和６年６月）

（　　）は担当職員
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酒
田
市
名
誉
市
民
第
一
号
の
土
門
拳
の

作
品
群
を
展
示
す
る
日
本
で
最
初
の
写
真

美
術
館
「
土
門
拳
記
念
館
」
が
、
来
年
開

館
か
ら
四
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
土
門
拳
の
人
物
像
、
記
念

館
の
建
築
の
特
徴
、
土
門
拳
と
交
流
の
深

い
友
人
た
ち
、
そ
し
て
、
土
門
拳
の
名
作

の
数
々
を
ご
紹
介
し
、
会
員
皆
様
を
は
じ

め
多
く
の
市
民
皆
様
が
、
郷
土
の
誇
り
と

す
る
記
念
館
を
あ
ら
た
め
て
訪
問
す
る
契

機
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

　
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
年
）
山
形
県

飽
海
郡
酒
田
町（
現
・
酒
田
市
相
生
町
）の
母

親
の
実
家
で
生
ま
れ
る
。父
熊
造
、母
と
み
。

文
学
好
き
の
父
が
、
小
杉
天
外
の
小
説「
コ

ブ
シ
」か
ら「
拳
」と
命
名
。土
門
家
が
代
々

染
物
業
を
営
ん
で
い
た
場
所
に
は
標
柱
が

立
っ
て
い
る
。父
は
北
海
道
へ
出
稼
ぎ
、
母

は
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
た
為
、祖
父
母

に
育
て
ら
れ
孤
独
な
幼
年
時
代
だ
っ
た
が
、

町
内
一
の
ガ
キ
大
将
で
も
あ
っ
た
。六
歳
、先

発
し
て
い
た
両
親
の
住
む
東
京
へ
移
住
。小

中
通
し
て
成
績
優
秀
で
あ
っ
た
。中
学
校
時

代
、家
庭
の
事
情
で
退
学
を
迫
ら
れ
た
時
に

は
、月
謝
免
除
の
特
典
を
受
け
学
業
を
続
け

る
。画
家
を
目
指
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。

開
館
四
十
周
年
を
迎
え
る
土
門
拳
記
念
館

土
門
拳
の
人
物
像

　

弁
護
士
の
書
生
を
経
験
し
た
後
、
農
民

運
動
に
加
担
し
て
度
々
留
置
場
に
。

　

母
の
勧
め
で
、
二
四
歳
で
上
野
池
の
端

の
宮
内
写
真
場
の
門
生
と
な
る
。
一
度
も

カ
メ
ラ
を
持
っ
た
事
も
な
い
土
門
が
写
真

の
道
を
歩
み
始
め
た
切
っ
掛
け
で
あ
る
。

然
し
営
業
写
真
に
懐
疑
と
不
満
を
募
ら
せ

猛
勉
強
を
重
ね
、
師
匠
に
内
緒
で
日
本
工

房
入
社
試
験
を
受
け
合
格
。
念
願
の
報
道

写
真
の
道
に
進
む
。
ア
メ
リ
カ
の
カ
メ
ラ

マ
ン
・
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー
が
来
日
。
滞
日
中

の
撮
影
助
手
を
務
め
た
。

　

国
際
文
化
振
興
会
の
嘱
託
カ
メ
ラ
マ
ン

と
な
り
、
こ
こ
で
タ
イ
ピ
ス
ト
を
し
て
い

た
中
村
た
み
と
三
〇
歳
で
結
婚
。
三
一
歳

長
女
誕
生
。
空
海
の
幼
名
か
ら
真
魚
と
命

名
。
次
女
真
菜
、
三
女
真
耶
、
長
男
樹
生

と
誕
生
。
完
全
な
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
る
。

　

四
〇
年
振
り
に
酒
田
を
訪
れ
山
王
祭
り

を
取
材
。
内
町
の
土
門
家
に
は
大
き
な
柿

の
木
が
あ
っ
た
と
言
う
記
憶
を
辿
り
生
家

を
探
す
が
確
証
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

一
九
七
四
年
（
六
五
歳
）
酒
田
市
名
誉

市
民
第
一
号
と
な
り
、
顕
彰
式
の
席
上
で

全
作
品
を
酒
田
市
に
寄
贈
の
申
し
出
を
す

る
。
酒
田
市
で
の
定
宿
は
ル
・
ポ
ッ
ト
フ

ー
が
あ
る
元
東
急
イ
ン
だ
っ
た
。

　

平
成
二
年
九
月
一
五
日
、
心
不
全
の
為

死
亡
。
十
月
酒
田
市
で
市
葬
。
八
十
歳
で

あ
っ
た
。【
出
典
：
阿
部
博
行
著
『
土
門

拳 

生
涯
と
そ
の
時
代
』】　　
（
三
丁
目
）

　

酒
田
市
名
誉
市
民
第
一
号
と
な
っ
た
土

門
拳
は
、
自
分
の
全
作
品
を
郷
里
酒
田
市

に
贈
り
た
い
と
語
っ
た
。
酒
田
市
は
そ
れ

に
応
え
、
世
界
で
も
珍
し
い
、
日
本
で
最

初
の
写
真
専
門
の
美
術
館
と
し
て
、
一
九

八
三
年
（
昭
和
五
八
年
一
〇
月
）
土
門
拳

記
念
館
を
、
約
一
年
半
の
工
期
を
掛
け
て

完
成
さ
せ
た
。

　

敷
地
は
、
市
街
地
か
ら
南
西
四
㎞
に
位

置
す
る
、
最
上
川
の
左
岸
、
飯
森
山
公
園

の
中
を
選
び
、
美
し
い
自
然
林
と
丘
を
背

景
と
し
て
、
前
面
に
池
を
配
し
、
秀
峰
鳥

海
山
を
眺
望
す
る
絶
好
の
場
所
に
建
物
を

据
え
た
。

　

設
計
は
土
門
拳
と
親
交
の
あ
っ
た
、
谷

口
吉
郎
氏
の
ご
子
息
で
あ
り
、
日
本
を
代

表
す
る
建
築
家
の
一
人
で
あ
る
、
谷
口
吉

生
氏
。
氏
は
、
こ
の
美
し
い
自
然
環
境
と

建
物
を
い
か
に
し
て
強
調
さ
せ
る
か
を
最

も
重
視
し
、
そ
の
協
和
す
る
響
き
の
中
に
、

土
門
拳
の
芸
術
空
間
を
よ
り
高
純
度
に
熟

成
す
る
こ
と
を
主
題

と
し
た
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

は
、
亀
倉
雄
策
氏
デ

ザ
イ
ン
の
「
土
門
拳

記
念
館
」
銘
板
が
あ

り
、
中
庭
に
は
世
界
的
彫
刻
家
、
イ
サ
ム
・

ノ
グ
チ
氏
デ
ザ
イ
ン
の
、石
で
作
っ
た「
土

門
さ
ん
」
が
あ
り
ま
す
。「
流
れ
」
と
題

し
た
庭
は
、
当
時
の
華
道
草
月
流
家
元
の

手
に
よ
る
庭
で
す
。

　

池
に
面
し
た
土
門
拳
記
念
館
か
ら
は
、

秀
峰
鳥
海
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
池
に
は
毎
年
時
期
に
な
る
と
、

白
鳥
が
飛
来
し
て
、
ま
さ
に
白
鳥
池
で
す
。

池
の
前
に
は
、
草
野
心
平
氏
の
石
で
作
っ

た
「
拳
湖
」
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

是
非
、
内
館
・
外
館
問
わ
ず
に
、
ご
覧

下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
山
）

　

土
門
拳
記
念
館
の
建
築
設
計
に
携
わ
っ

た
谷
口
吉
生
氏
は
建
築
だ
け
で
な
く
土
門

拳
と
親
し
い
方
々
の
親
交
が
形
と
し
て
記

念
館
の
中
に
記
憶
さ
れ
る
こ
と
を
設
計
の

一
部
と
し
て
意
図
し
た
。

　

そ
れ
は
一
流
の
芸
術
家
た
ち
が
残
し
た

友
情
の
証
で
も
あ
る
。

●
建
物
全
体

　

谷
口
吉
生
（
一
九
三
七
〜
）

　

東
京
都
生
ま
れ
。
世
界
で
最
も
美
し
い

美
術
館
を
作
る
建
築
家
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
設
計
。

●
中
庭
の
彫
刻
【
土
門
さ
ん
】

　

イ
サ
ム・ノ
グ
チ
（
一
九
〇
四
〜
一
九
八
八
）

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
生
ま
れ
。
彫
刻
家
。
庭

土
門
拳
記
念
館
建
築
概
要

イサム・ノグチ氏デザインの中庭

土
門
拳
の
友
人
た
ち
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園
や
橋
、
ま
た
抽
象
的
な
石
の
彫
刻
を
世

界
中
に
数
多
く
残
し
た
。

●
庭
園
【
流
れ
】

　

勅
使
河
原
宏
（
一
九
二
七
〜
二
〇
〇
一
）

　

東
京
都
生
ま
れ
。
華
道
草
月
流
初
代
家

元
・
勅
使
河
原
蒼
風
の
長
男
。
映
画
「
砂

の
女
」「
利
休
」
な
ど
の
映
画
監
督
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
蒼
風
と
土
門
と
は
、

亀
倉
雄
策
と
共
に
三
兄
弟
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
仲
が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
土
門
拳
記
念

館
で
初
め
て
作
庭
を
手
掛
け
た
。

●
銘
板
【
土
門
拳
記
念
館
】

　

亀
倉
雄
策
（
一
九
一
五
〜
一
九
九
七
）

　

新
潟
県
生
ま
れ
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ポ
ス
タ
ー
、
大
阪
万
博
ポ
ス
タ
ー
な
ど
日

本
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
第
一

人
者
と
し
て
長
年
活
躍
。

●
銘
石
【
拳
湖
】

　

草
野
心
平
（
一
九
〇
三
〜
一
九
八
八
）

　

福
島
県
生
ま
れ
。
日
本
の
詩
人
。「
蛙
の

詩
人
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
蛙
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
を
書
き
続
け

た
。
土
門
拳
と
は
、
弟
で
詩
人
の
草
野
天

平
氏
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
。　　
（
渡
邉
）

●
筑
豊
の
こ
ど
も
た
ち
（
昭
和
三
五
年
）

　

九
州
の
筑
豊
地
方
で
炭
鉱
が
閉
山
し
多

く
の
失
業
者
が
出
ま
し
た
。
土
門
は
そ
こ

で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
生
活
を
撮
影
し

日
本
の
写
真
史
に
残
る
名
作
の
数
々

ま
し
た
。
一
〇
〇
円
の
写
真
集
は
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

●
ヒ
ロ
シ
マ
（
昭
和
三
三
年
）

　

昭
和
二
〇
年
、
戦
争
で
原
爆
が
落
と
さ

れ
た
ヒ
ロ
シ
マ
に
土
門
は
一
二
年
後
の
昭

和
三
二
年
に
初
め
て
行
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
原
爆
の
き
ず
あ
と
に
苦
し
む
人
々
を
撮

り
、
そ
の
ひ
ど
さ
に
世
界
中
が
衝
撃
を
う

け
ま
し
た
。

●
風
　
　
貌

　

作
家
や
画
家
や
俳
優
、
政
治
家
な
ど
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
る
人
物
を

撮
り
ま
し
た
。【
川
端
康
成
・
志
賀
直
哉
・

山
田
耕
作
等
】

●
古
寺
巡
礼

　

土
門
拳
の
一
番
の
代
表
作
で
す
。
生
涯
四

〇
年
以
上
か
け
一
〇
〇
ヵ
所
以
上
の
寺
を
撮

影
し
ま
し
た
。
迫
力
の
あ
る
日
本
文
化
の
姿

は
多
く
の
人
々
の
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

●
こ
ど
も
た
ち

　

子
ど
も
が
大
好
き
だ
っ
た
土
門
。
い
き

い
き
遊
ぶ
昭
和
の
子
ど
も
た
ち
を
た
く
さ

ん
撮
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
風
景
、
伝
統
の
か
た
ち
、
古

窯
遍
歴
、
文
楽
等
が
あ
り
ま
す
。
土
門
拳

は
写
真
を
撮
る
現
場
や
そ
の
物
に
対
す
る

説
明
文
、
エ
ッ
セ
イ
、
文
章
に
よ
る
表
現

力
が
優
れ
て
い
ま
し
た
。【
拳
眼
】【
拳
心
】

【
拳
魂
】
と
随
筆
本
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

（
小
林
）

【企画展示室Ⅰ】第41回土門拳賞受賞作品展　北島敬三 UNTITLED RECORDS［カラー35点］
　リアリズム写真を確立した巨匠・土門拳の業績をたたえ、1981年に毎日新聞社が設立した土
門拳賞受賞作品展。受賞者の北島敬三氏が1999年から現在に至るまで、北海道から沖縄まで足
を運んで収めた320点の中から選定した35点を展示しています。

【主要展示室/エントランス】古寺巡礼 Autumn Collection
　秋、古寺の雰囲気にゆったり浸るのに最適の季節。容姿端麗な寺院から、もの想いにふけっ
ていそうな表情の仏像まで、さまざまな古寺の姿をお楽しみください。

【企画展示室Ⅱ】Japanese Faces
　　　　　　　 － 希少プリントでたどる、日本の貌 －
　人物から仏像、そして縄文土器まで、土門のレンズが捉えた
様々な被写体を“日本の貌”という視点で企画した展覧会。初公開
の「希少プリント」も含まれています。土門拳が昭和の著名人た
ちのポートレートを収めた代表作の「風貌」とはまた違った趣が
あります。ぜひ味わってください。

≪岡本太郎≫／希少プリントの　
裏面に押された土門拳のスタンプ

　現在、土門拳記念館では、2023．１．15（Sun）まで、以下の展示を行っております。
　なかなか「旅」という行動をおこしづらい現代。すばらしい芸術写真を通してその気持ちを
味わうのも一考だと思いますが、いかがですか。

山形県・酒田市が誇る土門拳の世界へ
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令和４年度　事故報告　令和４年９月30日現在
労災事故
発生日時 発生状況 原因と対策

８月31日
60歳女性

介護施設利用者の送迎時、職員が上体
を起こし、会員が両足を持ち後進した
際、利用者が暴れ、部屋の境の段差で
バランスを崩し尻もちをついた。

原因）利用者宅の通路の状況を十分に把握できておらず、急な
状況変化に対応できなかった。

対策）利用者宅の状況を把握し、安全を確保した上で介助し、
両脇からの介助を検討する。

損害事故
発生日時 発生状況 原因と対策

９月14日
81歳男性

光ケ丘公園内の草刈り作業中、飛石に
よりプールの窓ガラスを破損した。

原因）進行方向を逆から刈ったため建物側に石を飛ばしてしまった。
対策）刈り進める方向に注意し、飛散防止養生ネット等の使用

を徹底する。

『女房の隠し事』
　昨今幼い子供の行方不明事件続発。それで思い
出したが、長女が２歳半頃だったか、次女の世話
に追われていた女房が気付いたら、団地の遊園地
から一瞬の内に長女が消えていたらしい。
　幸い長女は何故か近くのスーパーの前で泣いて
いるところを、青くなって捜していた女房が見つ
けたそうだ。
　それを話すと俺に叱られると思った女房は未だ
に内緒にしている。
　しかし当時から近所の情報で俺が知ってしまっ
た事を俺も女房に言えてない。
　それに時効も時効、40年前の話。

－女房思いの俺−

中学生の甘い話
　中学２年生の時、光丘文庫へ勉強の
為行っていました。春のある日、長い
階段の途中で可愛い女の子より、ピン
クの封筒に入った手紙を渡されました。
時々勉強室で見かけた子でした。家に
帰って、封筒の中から手紙を出して読
みました。最初何のことか解りません
でした。手紙には「一緒に勉強しませ
んか」ときれいな字で書かれていまし
た。臆病だった私はそれから一か月ぐ
らい行けなかった。この話は、60年前
の私の大事な秘密です。

－臆病な私－

「それは秘密です」
　私の秘密はと大上段に構えてはみたが、それは
何だろう。妻からはいつも断捨離と言われる。
　そこで、たまに積み上がった雑物を片付けよう
と手を付けるが、それぞれに思い入れがあり、眺
めているだけで時間が経過して、前に進まない有
様である。せめて忘れていたへそくりでも出てく
ればしめたものだが。
　ささやかな秘密も出て来ないのだから、秘密と
言ってもたかが知れているというものである。
　考えてみれば、花も嵐も踏み越えて70有余年も
生きて来たことが、我が人生最大の秘密なのかも
しれない。

－平凡太郎－

私の秘密
　私は双子です。一卵性双生児で男です。私は十二歳上の姉
と、六歳上の姉がいます。私の父は、２代続いた製造業を営
んでいて、何としても跡継ぎがほしかったのでしょうか。
　ところが、次に生まれたのが、男の双子でした。私が長男で、
弟が次男です。同じ日同時に生まれても、戸籍上は私が長男
です。双子なので、小さい時から顔が似ていて、しょっちゅ
う弟と間違われました。中学校までは同じ学校に通いました
が、長男は商売に適した学校、弟は進学校へと別れました。
　しかし、私が高校に入った頃から、時代の流れで、父の
やっている商売は時代に合わない事だと思い、卒業後はサラ
リーマンになりました。その後父も商売はまもなく止めまし
た。当時、双子の有名人、ザ・ピーナッツやこまどり姉妹が
夢でした。　　　　　　　　　　　　　　－コーセンさん－

　日頃、胸中に秘めていたバカ話、無駄話をする
コーナー。第４回目は「誰にも言えない私の秘
密！」と題して、皆さんから「玉簾の滝から飛び
込むくらいの勇気を持って」打ち明けていただき
ました。大いに笑い、感動してください。

　なお、第５回目は「私の初恋！」と題して募集いたします。今も青春真っ只中の皆さん、遠い昔の甘酸っぱ
い思い出、この際ですからお話しませんか。特に締め切りを設けませんので、封筒の表に「会報原稿」と記
入して、事務所または旧支所ポストに投入して下さい。もちろん、匿名で結構です。

日常茶　日常茶　  事事番
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四
十
年
の
役
所
勤

め
を
卒
業
し
、
気
が

つ
け
ば
六
十
歳
代
も

半
ば
。
最
近
は
健
康

維
持
を
兼
ね
時
間
を

見
つ
け
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

時
に
は
偶
然
入
り
込
ん
だ
路
地
裏
で
、
ふ

と
忘
れ
て
い
た
記
憶
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

先
日
も
、
酒
田
駅
か
ら
旭
新
町
方
面
に

向
か
う
狭
い
路
地
裏
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。

と
、
そ
の
時
、
そ
こ
が
六
十
年
近
く
前
の

十
二
月
、
父
母
と
僕
が
道
に
迷
っ
て
入
り

込
ん
で
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
‼
と
突
如
思

い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
た
ち
家
族

は
八
年
住
ん
で
い
た
札
幌
か
ら
引
越
し
て

き
た
ば
か
り
。
僕
は
ま
だ
五
歳
、
父
と
母

は
三
十
代
半
ば
、
今
の
僕
よ
り
も
ず
っ
と

若
い
。
小
さ
か
っ
た
僕
を
連
れ
寒
空
の
中
、

若
か
っ
た
父
と
母
は
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ

た
の
か
。

　

見
慣
れ
た
街
並
み
に
も
、
自
分
や
家
族
、

そ
し
て
街
の
来
し
方
行
く
末
に
思
い
を
い

た
す
、「
年
を
重
ね
る
」
と
そ
ん
な
事
も

あ
る
の
だ
な
あ
、
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

　

昨
年
長
年
勤
め
た

職
場
を
退
職
。
在
職

時
か
ら
年
を
重
ね
る
毎
に
そ
の
後
の
社
会

と
の
関
わ
り
方
を
思
案
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
、
手
習
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
参
加
と
楽
し
い
け
れ
ど
何
か
物
足
り

な
さ
を
感
じ
て
い
た
こ
ろ
、
友
人
宅
に
行

っ
た
時
、
短
時
間
の
仕
事
を
希
望
し
て
い

た
私
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
情
報
と

「
早
目
に
登
録
し
て
お
い
た
方
が
い
い
よ
」

と
言
わ
れ
申
込
へ
。
間
も
な
く
孫
誕
生
で

一
週
間
位
手
伝
い
を
予
定
し
て
い
た
の
で

そ
の
後
と
思
っ
て
い
た
が
、
後
日
学
童
保

育
補
助
を
来
月
か
ら
頼
み
た
い
と
連
絡
が

あ
っ
た
。
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
の
で
そ

の
旨
を
伝
え
る
と
「
そ
の
時
は
対
応
す
る

の
で
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
有
難
い
言
葉
で

決
心
。
子
供
は
好
き
だ
が
最
初
は
戸
惑
い

も
あ
っ
た
。
今
で
は
「
あ
そ
ぼ
ぉ
」
と
誘

っ
て
き
た
り
し
ま
す
。
子
供
達
が
笑
顔
で

帰
れ
る
よ
う
に
と
思
い
な
が
ら
遊
ん
だ
り

時
に
は
注
意
も
し
ま
す
。

　

そ
し
て
私
は
元
気
を
も
ら
っ
て
笑
顔
。

上
安
町岸

谷
　
英
雄

亀
ケ
崎土

門
　
幸
子

遠
い
記
憶

社
会
参
加
で
い
き
い
き
と

奥
山　

正
雄
さ
ん（
八
十
歳
）　

四
年
八
月

佐
藤　
　

明
さ
ん（
七
十
五
歳
）四
年
九
月

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
　
報

 “公園のおしごとは
　雨でグチャグチャになったり、
　太陽に照らされて、滝のような
　汗をかく大変な仕事だけど、
　公園に来る人たちは
　ちゃあちゃんたちのおかげで
　気持ちよく使えてると思うよ!!”
　　　ちゃあちゃんの孫より(^^)/

最優秀

優　秀

見逃すな　毎日変わる　危険個所見逃すな　毎日変わる　危険個所
公益社団法人　東根市シルバー人材センター　笹川　充義

急ぐほど　気づかず増える　危険の芽急ぐほど　気づかず増える　危険の芽
公益社団法人　山形市シルバー人材センター　吉永　二郎

安全は　人に頼らず　任せずに安全は　人に頼らず　任せずに
公益社団法人　米沢市シルバー人材センター　玉虫千代子

令和４年度 安全就業に関する標語入選作品令和４年度 安全就業に関する標語入選作品

　

こ
の
度
、
安
全
就

業
委
員
に
選
任
さ
れ
、

丁
度
い
い
機
会
と
思
い
、
入
会
時
に
頂
い
た

『
会
員
必
携
』
の
冊
子
を
読
み
返
し
て
み

ま
し
た
。
こ
の
中
に
、
安
全
就
業
基
準
の

項
目
が
あ
り
、
第
一条
目
的
に
は
会
員
の
就

業
に
伴
う
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、
安
全

に
就
業
で
き
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
会
員
の
遵
守
義
務
や

安
全
心
得
、
更
に
作
業
別
安
全
就
業
基
準

と
細
か
く
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
基
準
を
遵
守
し
作
業
を
し
て

い
れ
ば
、
重
篤
な
事
故
は
未
然
に
防
げ
る

の
で
は
な
い
か
と
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
会
員
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、

個
人
事
業
主
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
自

分
自
身
の
た
め
の
安
全
就
業
基
準
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
無
理
の
な
い
余
裕
を
持
っ

た
働
き
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
就
業
委
員
長

富
樫
　
勝
二

安
全
就
業
だ
よ
り
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大
雪
の
大
変
な
雪
掻
き
か
ら
解
放
さ
れ
、

冬
タ
イ
ヤ
を
、
夏
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
た
日

の
ワ
ク
ワ
ク
感
は
、
つ
い
先
日
の
よ
う
で

す
。
こ
の
号
が
お
手
元
に
届
く
頃
は
、
既

に
冬
タ
イ
ヤ
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

歳
を
重
ね
る
毎
に
、
月
日
が
そ
し
て
一

年
が
過
ぎ
る
速
さ
に
、
複
雑
な
思
い
を
し

て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

来
年
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
発

足
四
十
周
年
と
聞
き
ま
し
た
。
記
念
誌
も

発
刊
さ
れ
る
予
定
と
か
。

　

と
こ
ろ
で
皆
様
は
、
四
十
年
前
何
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
か
。
男
性
は
髪
も
フ
サ
フ

サ
、
仕
事
も
軌
道
に
乗
り
、
我
こ
そ
は
会

社
・
社
会
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ

と
自
負
し
て
い
た
の
で
は
。
女
性
は
ま
だ

子
育
て
に
追
わ
れ
る
中
、
子
供
達
の
明
る

い
将
来
は
自
分
の
手
の
中
に
と
、
親
子

共
々
叱
咤
激
励
す
る
日
々
。「
シ
ル
バ
ー
」

と
言
う
言
葉
さ
え
頭
の
中
に
存
在
し
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

発
足
当
時
の
会
員
の
皆
様
は
一
体
ど
ん

な
仕
事
を
し
て
い
た
の
か
興
味
津
々
の
私

で
す
。
記
念
誌
の
発
刊
が
待
た
れ
ま
す
。

（
三
丁
目
蕙
子
） I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I
I

I　
編
集
後
記

移
住
～
し
て
き
た
亀
で
～
す
。

　

僕
た
ち
は
、
今
か
ら
約
三
十
年
前
、
太

平
洋
側
の
仙
台
市
か
ら
引
越
し
て
来
ま
し

た
。
今
流
行
り
の
移
住
の
先
駆
け
で
す
。

　

来
た
当
時
は
、
ほ
ん
の
卵
大
で
し
た
が
、

大
家
さ
ん
が
お
い
し
い
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
、

野
菜
な
ど
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
て
く
れ

る
の
で
、
今
で
は
こ
ん
な
に
大
き
く
な
り

ま
し

た
。

　

日
本
海
側
の
酒
田
は
、
風
の
強
い
日
が

多
い
で
す
が
、
大
き
な
災
害
も
少
な
く
と

て
も
過
ご
し
や
す
い
所
で
す
よ
ね
。

　

鳥
海
山
、
庄
内
平
野
、
最
上
川
、
そ
し

て
日
本
海
に
、
飛
島
。
ひ
と
つ
の
自
治
体

で
豊
か
な
自
然
資
源
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の

は
全
国
で
も
酒
田
く
ら
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
食
べ
物
が
お
い
し
い
わ
け
で
す
。
移

住
し
て
来
て
良
か
っ
た
。

　
「
あ
ど
、
入
れ
、
入
れ
」
大
家
さ
ん
の

声
が
聞
こ
え
ま
す
。
夕
方
に
な
り
ま
し
た
。

『
の
し
！
の
し
！
』
家
に
入
り
ま
す
。
で

は
ま
た
明
日
。ま

ち
な
か
の
ほ
っ
こ
り
す
る

話
題
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

写真写真でで見見るる
2022 この半年2022 この半年

みんなみんな
がんばった!!がんばった!!

小玉スイカに
かぶりつく僕たち

賀詞額入れ賀詞額入れ 千歳の松ぼっくり採り千歳の松ぼっくり採り飯森山公園ショウブ園の除草飯森山公園ショウブ園の除草

土門拳記念館取材土門拳記念館取材

蛍光灯の傘の張替え蛍光灯の傘の張替え 神社棟札筆耕神社棟札筆耕

障子張替え障子張替え
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